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さ
約
五
十
四
俊
、
水
平
に
突
出
し
て
い
る
 梁
 
は
り

の
長
さ
約
五
十
三
俊
。「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
カ

ン
チ
レ
バ
ー
・
ク
レ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の

タ
イ
プ
の
ク
レ
ー
ン
は
、
国
内
は
も
と
よ
り

世
界
で
も
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
貴
重
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
造
船
所
内
に
は
赤
レ
ン
ガ
造
り
の

建
造
物
や
六
つ
の
ド
ッ
ク
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
旧
海
軍
 工
  廠
 時
代
に
建
造
さ
れ
た
も
の
で

こ
う
 し
ょ
う

す
。
こ
れ
ら
の
ク
レ
ー
ン
や
ド
ッ
ク
、
赤
レ

ン
ガ
造
り
の
建
造
物
は
、
現
在
ま
で
大
切
に

引
き
継
が
れ
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
市
の
歴

史
を
物
語
る
近
代
化
産
業
遺
産
と
し
て
、「
み

な
と
ま
ち
佐
世
保
」の
シ
ン
ボ
ル
的
な
景
観
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

佐
世
保
公
園
と
佐
世
保
川
の
水
辺

　
佐
世
保
公
園
に
は
大
き
な
ク
ス
ノ
キ
や
サ

ク
ラ
、
ツ
ツ
ジ
と
い
っ
た
木
々
が
あ
り
、
一
年

を
通
じ
て
季
節
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
公

園
に
な
っ
て
い
ま
す
。
公
園
沿
い
の
佐
世
保

川
の
護
岸
は
、
周
囲
の
環
境
に
配
慮
し
た
親

水
護
岸
（
階
段
護
岸
）
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
公
園
と
河
川
が
一
体
と
な
っ

た
広
が
り
の
あ
る
空
間
は
、
市
の
中
心
部
に

あ
り
な
が
ら
、
身
近
に
緑
と
川
の
水
辺
に
親

し
む
こ
と
が
で
き
る
空
間
と
な
っ
て
お
り
、

市
民
の
心
安
ら
ぐ
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
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250終クレーンや赤レンガ建造物がある
佐世保重工業㈱佐世保造船所

佐世保公園と佐世保川の水辺
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第
十
回
佐
世
保
市
景
観
デ
ザ
イ
ン
賞
に「
峰

坂
の
平
戸
往
還
」（
峰
坂
町
）、「
二
百
五
十
亅

ク
レ
ー
ン
や
赤
レ
ン
ガ
建
造
物
を
含
む
S
S

K
造
船
所
」（
立
神
町
）、「
佐
世
保
公
園
と
佐

世
保
川
の
水
辺
」（
平
瀬
町
）の
三
件
が
決
定
し
、

三
月
二
十
六
日
、
市
役
所
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
周
囲
の
環
境
と
調
和
し
、
デ
ザ
イ
ン
が
優

れ
て
い
る
建
築
物
な
ど
を
表
彰
す
る
佐
世
保

市
景
観
デ
ザ
イ
ン
賞
。
今
回
は
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
四
十
九
件
の
応
募
が
あ
り
、
重
複
な

ど
を
除
い
た
三
十
四
件
の
中
か
ら
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

峰
坂
の
平
戸
往
還

　
峰
坂
の
階
段
は
、
市
中
心
市
街
地
の
高
台

に
位
置
し
、
江
戸
時
代
に
整
備
さ
れ
た
街
道

の
一
つ
で
あ
る
「
平
戸
往
還
」
の
ル
ー
ト
上
の

一
部
分
に
当
た
り
ま
す
。
延
々
と
続
く
長
い

坂
道
は
、
当
時
の
旅
人
の
苦
労
を
思
い
起
こ

さ
せ
る
場
所
で
あ
り
、
中
で
も
こ
の
峰
坂
の

階
段
付
近
は
、
か
つ
て
の
往
還
の
名
残
が
風

情
と
し
て
感
じ
ら
れ
、 急
  峻
 な
地
形
に
代
表

き
ゅ
う
 し
ゅ
ん

さ
れ
る
佐
世
保
の
特
徴
的
な
景
観
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

佐
世
保
重
工
業
・
佐
世
保
造
船
所

　
佐
世
保
重
工
業
俥
佐
世
保
造
船
所
の
二
百

五
十
亅
ク
レ
ー
ン
は
、
旧
海
軍
に
よ
り
一
九

一
三
（
大
正
二
）
年
に
建
造
さ
れ
ま
し
た
。
高

佐世保の特徴的な景観となっている「峰坂の平戸往還」


